
リヒトオイリュトミーアンサンブル福岡公演

2023ねん10がつ27にち

『ブレーメンの音楽隊』他音楽作品
開場15:00 開演15:30 終演16:10(予定)

会場
アミカス　4階ホール

福岡県福岡市南区高宮3丁目3ー1

子ども 1,700 大人 2,200

団体10名以上
子ども 1,200 大人 1,800

チケット申し込み

お問い合わせ licht.fukuoka@gmail.com

¥ ¥

¥ ¥

スイスより　来日公演初

https://forms.gle/qd5hgAT5DT6ZgYLa7

mailto:licht.fukuoka@gmail.com
https://forms.gle/qd5hgAT5DT6ZgYLa7


共催：アートインパルス・カスタリア　後援：福岡おもちゃ箱・NPO法人福岡シュタイナー学園・桧原シュタイナー土曜学校・アーススクール楓のもり

ドルナッハ・アーレスハイムで活動しているリヒトオイリュトミー・アンサンブル初めての日本公演です。



このドルナッハ・アーレスハイムのプロのオイリュトミー・アンサンブルは、ドルナッハ(スイス)にある
ゲーテアヌムの芸術的衝動と密接に結びついています。このアンサンブルの主要メンバーは、ゲーテアヌム
の舞台で何十年もオイリュトミストとして活動してきました。現在私たちはこのオイリュトミーの衝動を
世界に発信しています。私たちは世界のあらゆる大陸を旅してきました。今回初めて日本に伺うことが
できることを、とても嬉しく思っています。

私たちリヒトオイリュトミー・アンサンブルは、ルドルフ・シュタイナーによる照明の衝動に集中して取り組
んでいます。舞台に掛けられるカーテンは、植物から取り出した顔料で描かれたものです。
( ルドルフ・シュタイナーはオイリュトミー照明の事を、単に「照明」とでなく、「光のオイリュトミー」と
呼ぶことを提案しました。ドイツ語で光はリヒトといい、これが私たちのグループ名の元となっています。)

今回私たちのアンサンブルに、ドルナッハでオイリュトミーを学んだ3人の日本人がいることを嬉しく思って
います。今回、日本各地のシュタイナー学校、オーガナイズをになってくださる方々のおかげで、このツアー
を実施することが可能になりました。心から感謝しています。

私たちの公演とオイリュトミーの衝動を日本に運んでいくことを楽しみにしています。
また、日本各地で企画を担ってくださっている方と共に働けること、たくさんの方々との出会いも楽しみにし
ています。 スイスより光に満ちた挨拶を

リヒトオイリュトミー・アンサンブル主宰
トーマス・スッター

ごあいさつ

男女共同参画推進センター

アミカス
西鉄天神大牟田線高宮駅西口すぐ

子どもたちは、家庭でそして学校で、毎日のようにお話しを聞いて育ちます。メルヘンは、子どもにとってファンタジーの世界に誘う大きな働きを
もっています。それは心の滋養となり、後に生きるための大いなる力となっていきます。
今回スイスのドルナッハから8人もののオイリュトミストがやってきます。そのオイリュトミストたちと語り手、そして音楽家によって上演されるグ
リム童話「ブレーメンの音楽隊」にはいろんな動物たちが登場しますが、その動物たちと人間の間でどの様なお話しが繰り広げられるのでしょうか。
来日する、リヒト(光)オイリュトミーアンサンブルの皆さんは、日頃スイスのドルナッハという美しい村で活動しています。その8人の中に日本人も
活動していて「ブレーメンの音楽隊」を日本語で観せて下さるそうです。この他音楽作品もあり、今からとても楽しみですね。
ドルナッハには、シュタイナー(ヴァルドルフ)教育を始めたルドルフ・シュタイナーがオイリュトミーと劇を上演するために建てたゲーテアヌムとい
う建築史においても特別な劇場があり、そこで毎晩のようにオイリュトミーや劇、そして音楽会などが開かれています。
それほどシュタイナーは芸術活動を大切にしていました。
本公演は子どもたちのために用意されたものですが、この「透き通った食べ物」は大人にとっても極上の食べ物に違いありません。
どうぞ皆さま、ご来場頂き、しばし美しく愉しい世界でお遊び下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カスタリア主宰　田原 眞樹子


